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外カザフ人や旧カザフスタン市への国籍付与に関する規定はい。他方、一九九七年移民法は、国家がそ 定住を支援する「帰還民」を、かつて祖国から追放され国籍を奪われ、自由意思でカザフスタンに戻ってくる民族的カザフ人、と定めている（第一条） 。その後、二〇〇二年三月二七日の移民法改正により、 「帰還民」はカザフスタン独立時にその領域外に定住していた外国籍ないしは無国籍のカ 人で、カザフスタンに移住した人々とされ、祖国からの追放と国籍剥奪に関する文言は削除された。　
ただしこれらの変更は移民政策

























らしたのは二〇〇七年七月六日の移民法改正である。このとき、「帰還民」のうち誰をクォータに含めるかは「基準を考慮して」決められることになったからだ（第一四条二項） 。この時点 、移民法は「基準」の具体的内容 示していなかったが、 の改正を受けて翌二〇〇八年から、高学歴者と子供の数が多い世帯 クォータの配分におい 優先されることになった。　
移民の「質」を重視する傾向
は、二〇一一年七月に施行された移民法においても顕著である。この新移民法はクォータの配分において、上から順に①特定の専門分野の学歴、技能および経験を有すること②子供の多い世帯③高等教育機関で学ぶことのできる成人若者④不安定な政治・社会経済状況下にある国の出身者 が優先されると定めてい （第二〇条四項） 。②および④は人道的観点に立ったものだが、専門教育や技能がトップにあげられ からも、二〇一一年移民法は、移民の労働力としての価値に重きを置く傾向を追認したものといえ う。
　
ところで二〇〇九〜一一年の
クォータは二万世帯に設定されていたが、二〇一一年一二月二二日付の政令で翌年以降の分は一万世帯に減らされた。さらに翌二〇一二年四月、 府は二〇一 年度分のクォータの配分停止を決定した。この措置は「別の指令があるまで」とされ、クォータの完全廃止を意味するわけで な が、その後、制度変更に向けた道筋は示されていない。●移民の厳しい生活　
このようなクォータの縮小、ひ























ジャナオゼン事件 の の対応から浮かび上がってくる は、国策として呼び寄せたカザフ人移民が、いまや社会不安の一因とみなされている、という事実である。
祖国の呼びかけに応じて帰還したのに十分なサポートを得ることができず、見捨てられたと感 いる移民は少なく い。現状 対する彼らの不満が、西部で発生したようなデモやより暴力的な異議申し立てに結びつくことを、政府は危惧してい のである。　
カザフ人移民の生活は全体とし
て厳しい。職歴、学歴、言語能力、親戚や知人のネットワーク有無、移住時期などによって置かれている状況は異なる なかには社会的地位を築くことに成功した例もある。しかし大多数の移民は安定した職に就いていな みられる。先述のように カザフ人移民は国籍を取得した時点で法的には「帰還民」で なくなるが、こうした人々の就業に関す データは存在せず、その実態 不明である。　
先に述べたとおり、クォータ制
に基づき住宅取得の めの公的支援が行われているものの、この恩恵にあずかることができたのは移民全体の六割弱に過ぎない。なお一九九九年から二〇〇三年までは住宅が現物支給されていたが、二〇〇四年以降は現金 支払われることになった。しかしその後、不
動産価格が高騰したため、支給金による住宅購入は都市部はもとより農村部でも難しくなってしまった。出身地域や資産状況にもよるが、たとえばウズベキスタンの不動産価格はカザフスタンのそれよりも低く 持ち家を売却しても自己資金が不足することが多い。そのため、長期にわ って劣悪な居住環境におかれている移民もい 。　
二〇〇七年一二月、筆者はカザ


















果、カザフ人移民は民族的には多数派に属することになっ 。しかしその一方で、彼らは必ずしも祖国の同胞に一体化しておらず、民と現地住民とのあいだ 亀裂が生じている。さらに旧ソ連以外の国々からやってきた移民は、父祖の地で異 族 言語であるロシア語を新たに学ばなければな ないという試練にも直面している。　
ソ連時代、カザフスタンはもっ
ともロシア化が進んだ共和国のひとつであり、ロシア人が多い都市部や北部・東部を中心に、カザフ人自身の間 カザフ語をあまり話さない、あるいはカザフ よりもロシア語の読み書きのほうが得意な人々が現れた。独立から二〇年以上がたった現在も都市部ではロシア語が優勢であり 農村部で
もロシア語ができなければ就職には不利である。　
父祖の地がロシア化されている
ことへの幻滅は、筆者がインタビューした移民の口からもしばしば発せられた。ウランバートル出身の女性Ｔさん一家は、一九九二年にカザフスタンに移住、インタビュー当時（二〇〇七年） カザフスタン北部 パヴロダル市に住んでいた。Ｔさんはロシアへの留学経験があり、モンゴルで シア語教師をしていたこともあってシア語会話に不自由はない。しかしその彼女にしても、パヴロダルでカザフ語ではなくロシア語が話されているのを目の当たりにして、腹立たしく感じたという。ちなみに、Ｔさんの子供たちはモンゴルの首都育ちでカザフ語を知らなかったそうだが、成人したいまではカザフ語とロシア語のバイリンガルである（写真③） 。　
中国新疆のクルジャ（伊
寧市）出身の青年Ｓさんに会ったのは、二〇〇八年、カザフスタン南東部のサルカン市を訪問した際のことだ。酒もタバコもやらない












キスタンなど、カザフ人移民の主な送り出し国では、カザフ人が集住し、民族的特徴を保持しやすい環境にあった。地元のカザフ人も移民も、出身地域によって言語・文化的な差異が大きく単純 比較は難しい。しかし、あえておおざっぱな議論をするなら、現 のカザフ人とカザフ人移民を比べると、しばしば後者のほうが民族の言語や伝統をよく保持してい のである。　
祖国の同胞と接した移民たち





る。現地住民の間では、住宅購入などで国家の援助を受けられる移民は自分たちよりも恵まれている、という不満がある。なかには、国籍を取得し一時金などけ取ったあ 、カザフスタンに定住せずもとの国に戻るケースもあるといわれている。意図的な制度の悪用は全体からみれば一部に過ぎないと思われるが こうした事例も地元住民の不満を煽 原因となっている。
　
なお、移民よりも地元住民の生


















ドがある。筆者が二〇一一年の初夏、アルマトゥで カザフ人移民をテーマにしたセミナーに参加したときのことだ。このイベントに招かれた一五人ほどの人々は筆者を除き全員がカザフ人で、政治学者や歴史学者、文化人などのほか、中国やウズベキスタンな から移民してきた当事者も含まれていた。セミナーは二名の発表に基づいて議論する形で進められたが、ロシア語で発表した 番目の若手研究者の発言をめぐって紛糾した。彼は「ロシア語ができない旧ソ連以外からの移民は、言語だけでなく文化的・社会的価値観が異なるため、カザフスタン社会への適応が容易ではない」と うことを指摘したに過ぎない。しかし他の参加者は「帰還民も我々も同







一共和国であった七〇年間 間に、都市住民を中心にカザフ人のなかにもロシア語を第一言語とする人々が現れた。彼らにとって、ロシア語を解さないカザフ人移民は文化的に異なる人々である。また、 「 通じた文明世界への接近」という価値観は、農村部のカザフ人にもある程度共有されており、旧ソ連以外の国 らの移民の目にはそれが ロシア化」と映る。そうした祖国の同胞と接した移民は自分たちこそ 本当の」カザフ人だと自負 ているが、このような 民族意識は、彼らと地元のカザフ人との距離を広げる要因のひとつになっている。　
このような「カザフ人らしさ」
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父祖の地を目指して ― カザフスタンに「帰還」する在外カザフ人 ―
